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〒６４０－８０３４ 和歌山市駿河町３５番地 和歌山県身体障害者総合福祉会館４Ｆ 

ＴＥＬ ０７３－４２１－６３１１ ＦＡＸ ０７３－４２１－６４１１ 

    ホームページ http://www.kisweb.ne.jp/wakayama-tyoukaku/ 

 

 

 

通勤の道すがら、 近ではいつも目につくようになったカウントダウンボードの数字を見るにつけ、

ある種の高揚感とか期待感に混じって、少しばかりの不安感が過ぎります。 

 本県では、平成２７年１０月２４日（土）から２６日（月）の３日

間、「２０１５紀の国わかやま大会」が開催されます。実に４４年振

りだそうで、全国からたくさんのゲストをお迎えして、盛大に催され

る訳ですが、来県される方々が、選手・役員だけで約５，５００人と

言いますから、それはそれは大変な数になります。今、この大会を所

管する実行委員会では、いろんな機会を通じてＰＲを行うなど、県民

総参加による気運の醸成に向け躍起になっていると聞いております。 

 私ども聴覚障害者情報センターでも、これら全国各地から来県され

る聴覚障害者の方々の情報保障を確保するため、どこでも誰とでも安心してコミュニケーションが

図れるよう、その環境整備に万全を期していかなければなりません。このため、２年前から、「情

報支援ボランティア」養成事業が始まっています。来県者の皆様から、「和歌山に来てよかった」

と言ってもらえるような人材を育てていけたらと願っています。事業の実が上げられますよう皆様

方の絶大なお力添えを切にお願い申し上げます。 

 

和歌山県聴覚障害者情報センター 

所長 谷 脇 敬 二 

 

 

 

 

はじめまして。この４月１日から和歌山県聴覚障害者情報センターに勤務させ

ていただいています、寺岡史です。 

去年、徳島から越してきて和歌山の知らないことも沢山あるので、いろいろ教

えていただければ幸いです。 

 また、２０１５年に開催される紀の国わかやま国体・わかやま大会に向けて、

微力ながら力になれるよう頑張っていきたいです。 

一年間ですが、ご指導・ご鞭撻をよろしくお願いいたします。 

 

わわわかかかやややままま３３３
みみみ

・・・３３３
みみみ

よよよりりり情情情報報報   
ＮＯ.１８ 
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昨年１２月１日に手話通訳者全国統一試験が実施され、受験者は１５名、そのうち以下の３名の

方が合格されました。和歌山県内の手話通訳者は４０名になりました。（敬称略） 

○稲葉栄子(和歌山市) ○上平真知（橋本市） ○西本有希（和歌山市） 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度文化教室開催のお知らせ 

１回６月１７日(月)13 時～14 時…『明治ヨーグルト館 見学』（貝塚市） 

  内容…ヨーグルトの歴史や製造工程を見学します。（福祉バス利用） 

 

２回７月２２日(月)13 時半～15 時…『サンドブラスト※』（橋本市） 

内容…サンドブラストとは、ガラスに砂（研磨剤）を吹きかけて表面をスリガラスに削る技法で

す。お好みの模様でマイグラスを作ります。（材料費 500 円） 

 

３回８月２６日(月)13 時～15 時半『フュージング※』（和歌山市） 

  内容…様々なガラスを組み合わせ、熱で溶かしてアクセサリーを作ります。（材料費 1,300 円） 

 

４回１０月８日(火)13 時半～15 時半…『桃染め体験』（紀の川市） 

   内容…「あら川の桃」の花びら等を使ってスカーフを染めます。（材料費 2,300 円） 

 

５回１１月１１日(月)13 時半～14 時半…『梅漬け体験』（みなべ町） 

   内容…南高梅を使って、おいしいはちみつ漬け梅干しを作ります。(材料費 1,300 円) 

 

６回１２月９日(月)13 時半～15 時…『応急手当について』(和歌山市)    

   内容…日常生活の中での事故に落ち着いて対応するための応急手当を学びます。 

 

 ☆詳しくは、情報センターに備え付けています開催要項をご確認いただくか、センターまでお問い合 

わせください。（FAX：０７３－４２１－６４１１） 

 

 

 

 

 

 

※（参考）サンドブラスト(左)

フュージング(右) 

（これらを作るわけではありま

せん。） 

申込受付終了 
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１目 的 手話通訳士の資格取得を目指す登録手話通訳者を対象とした、知識及び技能の習得を図

ることを目指します。 

２運営主体 和歌山県聴覚障害者情報センター、一般社団法人和歌山県聴覚障害者協会、 

和歌山手話通訳士協会 

３講座内容 平成２５年６月２９日から９月２１日までの６日間で自主作成テキストをもとに学習を

行います。 

４応募資格 県内で登録手話通訳者として活動している人 

５定 員 ２０人 

６会 場 和歌山市ふれ愛センター 

（和歌山市木広町五丁目１－９ ℡０７３－４３３－８８６６） 

７受 講 料 無料 

８申込締切 平成２５年６月２０日（木） 

９その他 講座当日、午前８時までに暴風、大雨警報が発令された時は中止します。 

      午前８時以降に解除されても中止します。 

 

平成２５年度和歌山県手話通訳士養成講座 

 日   程 午後１時～４時 

１  ６月２９日（土） 
オリエンテーション 

聞き取り実技 

２ ７月１３日（土） 聞き取り実技 

３ ７月２７日（土） 
障害者福祉概論 

（制度） 

４ ８月１０日（土） 読み取り実技 

５ ８月３１日（土） 読み取り実技 

６ ９月２１日（土） 
聞き取り・読み取り実技 

まとめ 

 

 

 

 

 

平成２５年度和歌山県手話通訳士養成講座 
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○講座内容…  

（１）厚生労働省で定められたカリキュラムを基に実施します。 

（２）平成２５年７月７日から平成２６年２月２日までの１６日間でテキスト『手話通訳者養成

講座「基本課程」・「応用課程」・「実践課程」』の学習を行います。そのうち１２月７日は手

話通訳者全国統一試験を実施します。全国統一試験は別に申込みを受け付けます。 

（３）また、実践課程の一環として講座日以外に実習（手話通訳の実習、観察）をする場合があ

ります。 

（４）「基本課程」・「応用課程」を終了した人に対しては２月２日に試験を行い、合格者につい

ては、来年度「実践課程」に進んでいただきます。 

○応募資格…県内に居住し、次の条件を満たす人 

（１）各市町手話奉仕員登録者、手話を駆使して、特定の聴覚障害者と日常会話が可能な人又は

運営主体が適当と認めた人 

（２）実践課程への申込みは登録手話通訳者、前年度の（４）該当者とし、実践課程のあとは応

用課程を基本課程受講者と合同で受講していただき、また全国統一試験に向けた学習も行い

ます。 

○定 員…基本課程・応用課程 ２０人  実践課程・応用課程 １５人 

○会 場…和歌山市ふれ愛センター・和歌山市あいあいセンター 

○受 講 料…無料 

○申込締切…平成２５年６月２４日（月） 

○開催日程 

平成２５年度和歌山県手話通訳者養成講座 

日程 
午前（１０時～ 

１２時） 
午後（１時～４時）

午前（１０時～ 

１２時） 
午後（１時～４時）

1 

７月 

７日 

（日） 

開講式  

基本「手話通訳者 

の基礎知識と心構

え」 

基本課程 

第１・２講座 

開講式  

基本「手話通訳者 

の基礎知識と心構

え」 

実践課程 

 第１講座 

2 

７月 

１５日 

（祝・月） 

基本課程  

第３講座 

基本課程  

第５講座 

実践課程  

第２講座 

実践課程  

第２講座 

3 

７月 

２１日 

（日） 

基本課程  

第６講座 

基本課程  

第８講座 

実践課程  

第３講座 

実践課程  

第３講座 

4 

８月 

１８日 

（日） 

基本課程  

第７講座 

基本課程  

第９講座 

実践課程  

第４講座 

実践課程  

第４講座 

平 成 ２５年 度 和 歌 山 県 手 話 通 訳 者 養 成 講 座 
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5 

９月 

１６日 

（祝・月） 

応用課程 

「手話通訳の 

理念と仕事Ⅰ」 

基本課程  

第１０講座 

応用課程 

「手話通訳の 

理念と仕事Ⅰ」 

実践課程  

第８講座 

6 

９月 

２９日 

（日） 

基本課程  

第１１講座 

基本課程  

第１４講座 

実践課程  

第５講座 

実践課程  

第５講座 

7 

１０月 

１３日 

（日） 

基本課程  

第１２講座 

基本課程  

第１５講座 

実践課程  

第６講座 

実践課程  

第６講座 

8 

１０月 

２０日 

（日） 

基本課程  

第１３講座 

基本課程  

第１６講座 

実践課程  

第１１講座 

実践課程  

第１２講座 

9 

１１月 

４日 

（祝・月） 

応用課程 

「ことばの仕組み」

基本課程  

第１７講座 

応用課程 

「ことばの仕組み」 
場面通訳 

10 

１１月 

１０日 

（日） 

基本課程  

第１８講座 

基本課程  

第１９講座 

実践課程  

第９講座 

実践課程  

第１０講座 

11 

１１月 

２３日 

（祝・土） 

応用課程  

第１講座 

応用課程  

第３講座 
場面通訳 

統一試験 

事前学習 

12 

１２月 

７日 

（土） 

応用課程  

第６講座 

応用課程  

第７講座 
手話通訳者全国統一試験 

午前(１０時～１２時) 午後(１時～４時) 

13 

１２月 

２２日 

（日） 

応用課程 第８講座 応用課程 第９講座 

14 

１月 

１２日 

（日） 

基本課程  

「ソーシャルワーク概論」 
応用課程 第１３講座 

15 

１月 

１９日 

（日） 

応用課程 第１７講座 応用課程 第２０講座 

16 

２月 

２日 

（日） 

進級試験 
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  平成２５年度和歌山県要約筆記奉仕員養成講座 

○講座内容・・・（１）平成２５年７月２４日から１２月１１日の午後１時～４時まで２０回、学習を

行います。 

（２）講座に１７回以上出席した人に修了書を授与します。 

○対  象・・・県内に居住し、次の条件を満たす人 

（１）要約筆記の学習が初めての人又は運営主体が適当と認めた人 

（２）パソコンコースはパソコンのタッチタイピングができ、パソコンを持ち込

める人 

○受 講 料・・・無料 ※但し、テキスト２冊（３,３00 円)はご負担ください。 

○定  員・・・手書きコース ２０人     パソコンコース １０人 

             定員を超えた場合は、抽選となります。 

○会  場・・・和歌山県身体障害者総合福祉会館、和歌山県聴覚障害者情報センター 

        （和歌山市駿河町３５ ＴＥＬ０７３－４２１－６３１１） 

○申込み〆切・・・平成２５年７月１７日（水） 

 

平成２５年度要約筆記奉仕員養成講座日程(午後１時～４時) 

 月   日 手書き パソコン 

1 ７月２４日（水） 開講式 聴覚障害の基礎知識 筆談体験 

2 ７月３１日（水） 要約筆記の基礎知識 I  体験談 

3 ８月 ７日（水） 日本語の基礎知識 

4 ８月２１日（水） 要約筆記の基礎知識Ⅱ―１（目的・三原則） 

5 ８月２８日（水） 
要約筆記の基礎知識Ⅱ－２ 

（表記） 

要約筆記の基礎知識Ⅱ－２ 

（表記） 

6 ９月 ４日（水） 話しことばの基礎知識 

7 ９月１１日（水） 社会福祉の基礎知識 I 

8 ９月１８日（水） 実技１ 実技１ 

9 ９月２５日（水） 実技２ 実技２ 

10 １０月 ２日（水） 実技３ 実技３ 
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11 １０月 ９日（水） 実技４ 実技４ 

12 １０月１６日（水） 実技５ 実技５ 

13 １０月２３日（水） 実技６ 実技６ 

14 １０月３０日（水） 実技７ 実技７ 

15 １１月 ６日（水） 実技８ 実技８ 

16 １１月１３日（水） 実技９ 実技９ 

17 １１月２０日（水） 実技１０ 実技１０ 

18 １１月２７日（水） 実技１１ 実技１１ 

19 １２月 ４日（水） 実技１２ 実技１２ 

20 １２月１１日（水） 要約筆記者のあり方 登録について 閉講式 

 

 

平成２５年度ＩＴ講習会開催のお知らせ 

○対象・・・県内に在住する満１８歳以上の聴覚障害者及び中途失聴・難聴者で、原則として全日

程を休まず受講できる方が対象です。 

○講習内容・・文書の作成（Word）ができる方を対象に、ホームページビルダー１５を使い、ホーム

ページの作成を行います。 （上級レベル） 

○受講料・・・無料 

○定員・・・ ろう者３名、難聴者３名（応募多数の場合は、抽選とします。） 

○開催場所・・・和歌山県聴覚障害者情報センター 多目的ホール 

         和歌山市駿河町３５番地 和歌山県身体障害者総合福祉会館４階 

○申込〆切・・・平成２５年８月１６日（金）必着 

○開催日時 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作 成 

（ ホ ー ム ペ ー ジ  

ビ ル ダ ー １ ５ ） 

平 成 ２ ５ 年  ８ 月 ２ ９ 日 （ 木 ）  

１ ０ 時 ～ １ ５ 時  

平 成 ２ ５ 年  ９ 月  ５ 日 （ 木 ）  

平 成 ２ ５ 年  ９ 月 １ ２ 日 （ 木 ）  

平 成 ２ ５ 年  ９ 月 １ ９ 日 （ 木 ）  

平 成 ２ ５ 年  ９ 月 ２ ６ 日 （ 木 ）  

平 成 ２ ５ 年 １ ０ 月  ３ 日 （ 木 ）  
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    聴覚障害者自身の災害への備えについて 

 

東日本大震災で犠牲になった一般の人の割合は、総人口に対する１．０３％でしたが、聴覚障害

者の死亡率は２．００％でした。（NHK 資料）聴覚障害があると死亡率が一般の２倍になっていた

原因には、聴覚障害者は津波警報が聞こえなかったために、犠牲になった人が多くなったのかもし

れません。１自助、２共助、３公助 という言葉があります。災害時の基本は自助、すなわち自分の

身は自分で守ることが大切です。それから共助・公助となります。共助は隣近所、公助は町内会・自治

体です。では、自助とは、何をしておけばいいのか？ 

（１）日頃からの災害への備えをしておきましょう。 

   ①災害発生に備えるチェックリスト 

□家の耐震改修 □災害時の避難所・集合場所の確認 

□家具等の転倒防止のための固定 □ 寄りの避難所の確認 

□家具の向きを、寝床に倒れたり、出入り口を塞がないように工夫 □家族で、携帯電話による「災害用伝言版」等の利用方法の確認 

□ガラスに、飛散防止フィルムを貼付（窓、本棚、食器欄等） □家族で災害時の連絡方法を確認 

□非常時の持ち出し袋の用意 □地域の防災訓練に参加 

□飲料水・食料・カセットコンロ等の備蓄 □地域の防災パンフレット、防災マップの入手 

□隣近所との交流 □自治体の防災メールの登録 

□災害時要援護者登録（P26 参照） □災害時の学校等の子どもの引取りルールを確認 

□ □ 

 

 ②非常時持ち出し袋チェックリスト<９月１日防災の日にチェック！！> 

□飲料水（７日分） □食料（７日分） □貴重品（通帳のコピー、現金等） 

□電池・補聴器電池 □懐中電灯（手動充電式） □非常用携帯電話充電器 

□メモ帳・筆記用具 □アルミブランケット・レジャーシート □マッチ・ろうそく 

□下着・タオル □ポリ袋 □トイレットペーパー 

□救急用品・常備薬 □衛生用品 □軍手 

□非常用給水袋 □ヘルメット □ 

□ □ □ 

 

 ③外出時に身につけておきたいもの 

□身元・連絡先カード（身体障害者手帳） □かかりつけ病院診察券・病名・処方薬の

メモ 

□携帯電話 

□ハンカチ・ティッシュ □メモ帳・筆記用具 □笛 

□飲料水・軽食 □超小型ペンライト □携帯防災マップ（P27 参照） 

□ □ □ 

 ＊空欄には、あなた自身で必要と思うものを書き入れてください。 
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（２） 携帯電話を準備し、確実に使えるように訓練しておきましょう。 

 携帯電話等のメール機能等は、災害発生直後は回線が混雑して使えない可能性がありますが、

自治体の防災メールや緊急速報メール、災害直後の安否確認連絡、その後の避難生活等での連絡

に大きな威力を発揮しています。 

① 携帯電話のメール 

できるだけ平常時から利用に慣れておきましょう。 

② 携帯電話のテレビ機能（ワンセグ） 

停電時でも視覚的な災害情報が取得でき、字幕放送も見ることができるメリットがあり

ますが、電池を消費しがちなので、携帯電話用手回し充電器等を備え、使い方にも慣れ

ておきましょう。 

③ 災害用伝言板 

自分の携帯電話・PHS の電話番号で、ネットに安否情報を文字で登録することができ、

電話番号を知っている方が、ネット上で携帯電話やパソコン等から確認できます。詳細

は各社のサイトをご参照ください。 

・docomo 災害用安否確認 

・ａｕ   災害用伝言板サービス 

・Softbank 災害用伝言板 

・WILLCOM 災害用伝言板サービス 

④ 携帯電話での災害情報の取得 

災害関係情報を取得するのに効果的なサイトやサービスがあります。安否確認にも活用

可能な、代表的な２つのサイトをご紹介します。 

・Facebook（フェイスブック） 

      災害発生時、伝言板ページで「無事を報告」をクリックするだけで、Facebook 上の

友達と互いに無事を報告できます。 

     ・Twitter（ツイッター） 

      140 文字以内の単文を投稿できる情報サービスです。ダイレクトメール機能もあり、

直接連絡も可能です。 

（３）居住地自治体の防災対策の把握をしておく。 

   ・自治体が作成した防災マニュアルをチェックする。 

   ・自治体が作成した避難場所を確認しておく。 

   ・自治体や障害者団体が発行している緊急時の避難先や連絡方法等の冊子がある場合は常時

携帯する。 

   ・防災無線の戸別字幕付き受信機を貸与している自治体の場合は申請して配備しておく。 

   ・災害時要援護者として登録する。 

   ・都道府県・市町村の防災メールに登録する。 

 （４）聴覚障害者情報提供施設の利用 

     聴覚障害者情報提供施設は災害時に情報提供やコミュニケーション支援・相談支援の拠

点として大切な役割を担います。施設に利用登録し、災害時に情報等入手できるようにし

ておきましょう。 

 （５）手話通訳者、要約筆記者、聴覚障害者相談員の利用 

     手話通訳者、要約筆記者や聴覚障害者相談員の平常時からの利用によって、行政および設置
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機関の災害時の安否確認・相談支援につながりやすくなります。平常時から情報コミュニケー

ション支援の制度を積極的に利用しましょう。 

 （６）人とのつながり 

   ①近隣とのつながり 

    これまでの災害では、真っ先に聴覚障害者に知らせてくれたのが、近所の人という声が多々あ

りました。平常時から、隣近所とのつながりを作りましょう。そのためには、地域・町内会の行

事や活動等には積極的に参加していきましょう。その際には手話通訳や要約筆記を依頼すれば、

情報を得られるだけでなく、聴覚障害者へのコミュニケ-ションの必要性もアピールできます。 

   自治会レベルで手話学習会を開催している地域もあります。 

   ②聴覚障害関係団体・者とのつながり 

    これまでの災害時には、聴覚障害者団体、関係団体が積極的に救援活動をしてきました。平常

時から、聴覚障害者団体の会員になったり、手話サークルなど関係団体の行事や集会に積極的に

参加し、聴覚障害者や手話通訳者、要約筆記者等と顔見知りになっておくことも大切なことです。 

 （７）「目で聴くテレビ」受診の勧め 

    「目で聴くテレビ」は、災害に強い衛星通信の特性を生かし、災害時にはいち早く緊急災害放

送に切り替え、NHK のニュースを字幕や手話で伝えたり、被災地の聴覚障害者の様子を全国に

伝えています。平常時には独自の手話・字幕番組を放送しています。 

 

 （８）「避難勧告」より「避難指示」のほうが危険！！ 
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(団体含む) 

 １ 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 累 計 

貸 出 人 数 １ １ ２ ２ ６ １２ 

貸 出 本 数 ３ ３ ８ ５ ２ ２１ 

ビデオライブラリーからのお知らせ 

自主制作 DVD『でんしゃ見見録』（右写真）貸出中です。CS

障害者放送「目で聴くテレビ」で 2 月に放送されました「でん

しゃ見見録～紀州鉄道～」を貸出用として DVD 化しました。

電車やレトロが好きな方必見です！！ 

その他のビデオもたくさん入荷していますので、ぜひビデオラ

イブラリーをご利用ください。 

 

★AA－707DVD 『愛媛の手話語り１６ 中予編⑥』 

（愛媛県視聴覚福祉センター寄贈） 

 愛媛県在住の２人のろう者がいろいろなお話を語っています。 

「運転免許取得について」「手話サークル設立について」 

「設置通訳について」「子どもの時の思い出」「孫の話」その他 

 

★AA－706DVD 『世界ろう者選手権大会ｉｎ ＪＡＰＡＮ』 

（全日本ろうあ連盟寄贈） 

 ２０１２世界ろう者卓球選手権大会、２０１２世界デフゴルフ選手 

権における日本代表選手たちの大いなる活躍の報告とともに聴覚障害 

者スポーツ啓発ＤＶＤです。 

 

★DA2013－001DVD 『アスリートの魂 私はもっと速くなる 車いすマラソン 土田和歌子』

（NHK 厚生文化事業団福祉ビデオライブラリー作品） 

 パラリンピック車いすマラソン日本代表、土田和歌子選手。１７歳で足の自由を失った後、幾多の

苦難においても常に前を向いて走り続け、夏と冬のパラリンピックで金メダルを獲得。「 後のチャ

ンス」と望むロンドンに向けた激闘の日々に密着した。 

 

★FC2012－004DVD 『花嫁の父』 

聴覚に障害のある美音は、新潟の山古志に父・里志と祖父の３人で暮らしている。母は美音が４歳

の時に亡くなった。職場の同僚との結婚が破談になり、美音は傷ついた心を癒すため上京。浅草で運

命の人・丸と出会う。美音のため手話を覚える丸。２人はいつしか心を通わせるようになる。それま

で手話を覚えようとしなかった里志は…。(出演者…柳葉敏郎・貫地谷しほり・向井理 他)  
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ジストシネマ 和歌山にて、日本語字幕版上映が行われています。 

 上映内容・回数・開始時間等は、当センターホームぺージ又は東宝ホームページ（www.toho.co.jp）

にて掲載していますのでご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

                     

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―７月― 

７／ ７ 手話通訳者養成講座 

７／１３ 手話通訳士養成講座 

７／１４ 手話奉仕員養成講座 

７／１５ 手話通訳者養成講座 

７／１９ ドコモ手話教室 

７／２１ 手話通訳者養成講座 

７／２２ 文化教室(ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ) 

７／２４ 要約筆記養成講座 

７／２６ ドコモ手話教室 

７／２７ 手話通訳士養成講座 

７／３１ 要約筆記養成講座 

―８月― 

８／ ７ 要約筆記養成講座 

８／ ９ ドコモ手話教室 

８／１０ 手話通訳士養成講座 

８／１８ 手話通訳者養成講座 

８／２１ 要約筆記養成講座 

８／２３ ドコモ手話教室 

８／２６ 文化教室(ﾌｭｰｼﾞﾝｸﾞ) 

８／２８ 要約筆記養成講座 

８／２９ ＩＴ講習会 

８／３１ 手話通訳士養成講座 

―９月― 

９／ １ 手話奉仕員養成講座 

９／ ４ 要約筆記養成講座 

９／ ５ ＩＴ講習会 

９／ ６ ドコモ手話教室 

９／ ７ ドコモ手話教室 

９／１１ 要約筆記養成講座 

９／１２ ＩＴ講習会 

９／１６ 手話通訳者養成講座 

９／１８ 要約筆記養成講座 

９／１９ ＩＴ講習会 

９／２０ ドコモ手話教室 

９／２１ 手話通訳士養成講座 

９／２５ 要約筆記養成講座 

９／２６ ＩＴ講習会 

９／２９ 手話通訳者養成講座 

―１０月― 

10／ ２ 要約筆記養成講座 

10／ ３ ＩＴ講習会 

10／ ４ ドコモ手話教室 

10／ ６ 手話奉仕員養成講座 

10／ ８ 文化教室(桃染め体験) 

10／ ９ 要約筆記養成講座 

10／1３ 手話通訳者養成講座 

10／1４ 手話奉仕員養成講座 

10／１６ 要約筆記養成講座 

10／１８ ドコモ手話教室 

10／２０ 手話通訳者養成講座 

10／２３ 要約筆記養成講座 

10／２７ 手話奉仕員養成講座 

10／３０ 要約筆記養成講座 

 

 

―１１月― 

11／ １ ドコモ手話教室 

11／ ３ 手話奉仕員養成講座 

11／ ４ 手話通訳者養成講座 

11／ ６ 要約筆記養成講座 

11／１０ 手話通訳者養成講座 

11／１１ 文化教室(梅漬け体験) 

1１／１３ 要約筆記養成講座 

11／１５ ドコモ手話教室 

11／２０ 要約筆記養成講座 

11／2３ 手話通訳者養成講座 

11／２７ 要約筆記養成講座 

11／２９ ドコモ手話教室 

―１２月― 

12／ ４ 要約筆記養成講座 

12／ ７ 手話通訳者養成講座 

12／ ９ 文化教室(応急手当) 

12／１１ 要約筆記養成講座 

12／１３ ドコモ手話教室 

12／２２ 手話通訳者養成講座 

―６月― 

６／ ２ 手話奉仕員養成講座 

６／ ９ 手話奉仕員養成講座 

６／１４ ドコモ手話教室 

６／１６ 手話奉仕員養成講座 

６／１７ 文化教室(ﾖｰｸﾞﾙﾄ館見学) 

６／２８ ドコモ手話教室 

６／２９ 手話通訳士養成講座 

６／３０ 手話奉仕員養成講座 

―１月― 

1／１０ ドコモ手話教室 

1／１２ 手話通訳者養成講座 

1／１９ 手話通訳者養成講座 

1／２４ ドコモ手話教室 

―２月― 

２／ ２ 手話通訳者養成講座 

２／ ７ ドコモ手話教室 

２／２１ ドコモ手話教室 

―３月 

※3 月の行事予定は、今のところ未定 


